
道路橋定期点検要領

定期点検要領について 中国地方整備局 道路部
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適用範囲

○道路法の道路で、橋長２．０ｍ以上の橋、

高架 （以下「道路橋」）

定期点検の頻度

○５年に１回の頻度を基本。

・・・ ５年より短い間隔で点検することを妨げない

・・・ 厳密に前回の点検実施日から５年後の当日までに点検

を行わなければならないというものではない
（『「定期点検要領」に関する主な意見・質問の概要と考え方』より）

１ 適用範囲、２ 定期点検の頻度 中国地方整備局 道路部
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○ 近接目視を基本

○ 必要に応じて、触診や打音等の非破壊

検査等を併用
・・・ 近接目視

肉眼により部材の変状等の状態を把握し評価が行える距離まで近

接して目視を行うこと

・・・ 近接目視による変状等の状態の把握に限界がある場合

必要に応じて、触診や打音等の非破壊検査等

・・・ 土中部等の部材

周辺の状態などを確認し、変状が疑われる場合には、必要に応

じて試掘や非破壊検査

・・・ 近接目視が物理的に困難な場合

技術者が近接目視によって行う評価と同等の評価が行える方法

による。

＊ファイバースコープなどあるが、現場の諸条件を踏まえて個別に検討。

（『「定期点検要領」に関する主な意見・質問の概要と考え方』より）

３ 定期点検の方法 中国地方整備局 道路部
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○定期点検を適正に行うために必要な知識及び

技能を有する者が行う

・・・ 次のいずれかの要件に該当すること

・道路橋に関する相応の資格または相当の実務経験を有する

・道路橋の設計、施工、管理に関する相当の専門知識を有する

・点検に関する相当の技術と実務経験

４ 定期点検の体制 中国地方整備局 道路部
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

○健全性の診断は、部材単位毎、道路橋毎に行う
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6

参考：点検における取得データ(直轄) 中国地方整備局 道路部

対策区分の判定

■客観的事実としての損傷の程度を把握

専門性が不可欠

■橋や部材への影響を考慮した対応の助言

損傷程度の評価 統計分析等にも

ｅｄｃｂ

小 －－－－－－－－－－ 大

ａ

損傷の程度

評価区分
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

母材の板厚減少はほとんど生じていないも
のの，広範囲に防食被膜の劣化が進行し
つつあり，放置すると全体に深刻な腐食が
拡がると見込まれる場合

主部材に，広がりのある顕著な腐食が生じ
ており，局部的に明確な板厚減少が確認で
き，断面欠損に至ると構造安全性が損な
われる可能性がある場合

主部材の広範囲に著しい板厚減少が生じ
ている場合（所要の耐荷力が既に失われ
ていることがある。）

（診断の参考事例） 「腐食」

判定区分

Ⅱ

判定区分

Ⅲ

判定区分

Ⅳ

7



・・・ 第三者被害予防措置

点検時に、うき、はく離等があった場合

は、道路利用者及び第三者被害予防の観点

から応急的に措置。その上でⅠ～Ⅳを判定

・・・ 調査

調査を行わなければ、判定が適切に

行えない場合、記録表に「要調査」の

旨を記録

５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

桁内部など，外観目視でき
ない部位での滞水や漏水に
よる著しい腐食が生じてい
る可能性が疑われる場合。

（参考事例） 「腐食」

詳細調査が必要な事例

（参考事例） 「ひびわれ」

過去に補修・補強した部位
からひびわれが生じており，
原因の究明が必要と考えら
れる場合。

判定区分

要調査

塩害やアルカリ骨材反応が
生じている疑いがある場合。
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

○ 部材単位の健全性の診断は、少なくとも、次の評価単位
毎、変状の種類毎に行う。

・・・・ 部材が複数ある場合は、それぞれの部材について判定

・・・・ 同じ部材に複数の変状がある場合は、それぞれの変状の
種類毎に判定
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

部材・部位区分
と変状種類との
関係
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

記録用メモの例

← 義務付けはない。
← 点検表記録様式では、部材毎の最悪値のみを記載
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鋼部材 コンクリート部材 その他

腐食 亀裂 破断 その他
ひび
われ

床版
ひび
われ

その他
支承の
機能
障害

その他

上部構造

主桁

０１

０２

…

横桁

０１

０２

…

床版 ０１

下部構造
０１

０２

支承部

０１０１

０１０２

…

その他

注１：径間単位で記入



５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

○ 道路橋毎の診断は次の区分で行う ※部材単位と同じ

・・・・ 道路橋毎の診断
・道路橋管理者が、道路橋全体の状況を把握するなどの目的で行う
・一般には、主要な部材に着目して、最も厳しい健全性の診断結果で代表さ
せることができる。
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６ 措 置、 ７ 記 録 中国地方整備局 道路部

措 置
○ 部材単位の診断結果に基づき、効率的な維持
及び修繕が図られるよう、必要な措置を講ずる。

・・・・ 措置
対策（補修、補強、撤去）、定期的あるいは常時の監視、通行規制・通行止めが

ある。
・・・・ 監視

変状の挙動を追跡的に把握するために行われるもの
・応急対策を実施した箇所
・健全性の診断の結果から当面は対策工の適用を見送ると判断された箇所

記 録
○ 定期点検、診断結果、措置の内容等を記録し、

道路橋の利用期間中、保存する。
・・・・ 点検後、道路橋の状態に変化があった場合

（点検後の補修・補強後、事故・災害後等）
改めて、健全性の診断を行い、措置及びその後の結果を速やかに記録に

反映しなければならない。
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点検表記録様式 中国地方整備局 道路部
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点検表記録様式 中国地方整備局 道路部
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